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保温ドレープ(サーマドレープTM)について

新東京病院麻酔科小西晃生，菊池恵子

呼吸管理においては体温管理も重要な役割を果
たす。低体温によってもたらされるシパリングは
酸素消費量を正常の 2-5倍増加させ、重要臓
器、特に心、肺、脳への酸素供給不足を招き、炭
酸ガスの産生をも増加させる。また、代謝性アシ
ドーシスや末梢循環不全を引き起こし、その結
果、対処が遅ければ心不全、呼吸不全あるいは心
筋梗塞へと進展する可能性があり、たかが温度と
いって馬鹿にすることはできなL、。また、新生
児、小児にとっては低体温は致命的な障害となり
かねなし、。すなわち、全身管理にとって温度管理
とは原疾患に対して余計なストレスを与えないた
めの重要な管理の“ツボ"といえるかもしれない。
保温、加温の方法には現在、加温プランケッ
卜、温風式加温装置、保温ドレープ、人工鼻、輸
液加温器あるいは赤外線ウォーマーなど様々な種
類の機器、器材がある。その中で、サーマドレープ
TMは最も簡単で有効な保温のための小物である。
サーマドレープTMはアルミニウム、プラスチッ
ク、不織布の3層構造からなる反射性覆布で、お
もに轄射、対流による熱損失を効果的に防ぐ、必
要な身体の部位を被覆するだけでよい。図 1、2
は非開腹術(股関節置換術)と開腹術(子宮摘出
術)における直腸温の変化を表したものである
が、いずれにおいてもサーマドレープTMを用いて
被覆した方が温度の低下が有意に抑制される 1) こ
とが分かる。末梢湿の低下も軽微で、術後のシパ
リングの発生も減少させ得る。経済的にもサーマ
ドレープ™ 1枚が手術用ガウン 1枚あるいは気管
内チューブ1本に匹敵し、非常に安価であるし、
電気、レーザーに対し非伝導的で、放射線を透過
させるため、あらゆる患者のあらゆる部位に安全
に使用できる。さらに温風式加温器や輸液加温器
などと併用することでより優れた効果をもたら
す。もちろん手術室だけでなく集中治療室あるい
は一般病棟でも大いに活用できる。ただ、うつ熱
による高体温を引き起こす可能性があるので、そ
の点は気をつけなければならない。
サーマドレープTMは1枚のドレープで体温保持
効果が著明であり、体温管理上非常に有用であ
る。スグレ物のひとつと思う。我々は積極的に
使っている。
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図 l 股関節置換術における直腸温の変化
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図2 子宮摘出術における直腸温の変化
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術中の熱損失は850/0方、
富射と対流によるもの。

保温ドレープは2つの熱損失の抑制に
とても効果的で蕊

※保温ドレープは

①体温低下によるストレスを抑えま弘⑧手術の予後にも効果的で弘③とても経済的で弘
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